
3 むつ湾、太平洋小川原地区の水質底質調査

I 調査目的

むつ湾、太平洋海域の水質、底質を把握し、漁業の計画的拡大をはかるととも t亡、今後の漁場におけ

る環境保全弁慌に資する。

. 

E 調 査 方 i去

1 調査海域 むつ湾 1 9点(狽11点位置図参照)

太平洋 9点(

2 調査期日 むつ湾 6月 (24-26日)

1 2月(22-23日)

太平洋 8月 (24-26日)

4 7年 3月 (21-23日)

3 調査機関

(1) 海洋観測及び採水(泥)青森県水産試験場

(2) 水質、底質分析 H 衛生研究所

新日本気象海洋株式会社

4 採水の方法

上記調査地点Kおいて各演IJ点とも上層を海面下 1m，中層を金水深の中間、下層を海底上 1m VLと

って各 3層採水した。

5 水質の分析項目とその分析方法

①浄水 温……JIS K 0102・4のベツテンコーへル水温計で測定した。

②務外 観…・・JIS K 0102・5の方法によった。

@務臭 気……JIS K 0102・7の方法によった。

④透視度・…..J1 S K 0 1 0 2・6の透視度計で測定した。

⑥※透明度……セツキの透明度板を用いた。

⑥ PH ……J 1 S K 0 1 0 2・8のガラス電極法によった。

⑦泌B 0 D……JIS K 0102・16の20 、 5日間酸素消費量を測定した。

⑥※o 0 D……「水質汚濁K係る環境基準について(昭和 45年4月 21日閣議決定)J VL示さ
れたアルカリ性法Kょった。

@~; DO ……JIS K 0102・24のウインクラーアジ化ナトリウム変法によった。

@!※懸濁物質・…・・J1 S K 0 1 0 2、 1 0、 2、 1のガラス炉過器法およびメンプランフィル

ターを用いる方法Kょった。

⑪ リン酸イオン……J1 S K 0 101、 3 2、 1のモリブデン育法および

JIS K 0102、 2 7、 1 0法によった。

⑫硫酸イオン……塩化バリウムーゼラチン溶液による比濁法によった。

⑬※塩 素 量一…・・むつ湾の夏期と鷹架沼はJ1 S、K、 o1 0 1、 25、 3のモール法

⑪※沃素消費量……下水試験法の硫化物a・1の方法で、滴定は酸性下で行なった。

@※アンモニウムイオン…..J1 S K 0 1 0 2、 1 7、 1、 2のアエノーノレ法によった。

@※ nーヘキサン抽出物質……JIS K 0102、 1 8の方法によった。

⑪野カドミウム・…・・原子吸光法(昭和 45年 10月 2日厚生省環境衛生局公害課)によった。

⑬ひ 素……ジエチル・ジチオ・カノレバミン酸銀法によった。

⑬ アルキル水銀……ガスクロマトグラフ法によった。

@給、 氷 室長……原子吸光光度計を使用して還元気化循環法て、求めた。
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@ 鉛 …・・・原子吸光光度言十で測定した。

@総クロム……ジフエニルーカルパジツトによる比色法によった。

@有機リン……ガスクロマトグラフ法によった。

@ 銅 ……原子吸光法によった。

@ シアンイオン…… J1 S K 010 1・29のピリジンピラゾロン法で分析した。
※印は青森県衛生研究所で分析。

6 採泥の方法

上記調査地点Kおいて、グラブ式採泥器を用い表層泥を採取した。

7 底質の介析項目と分析方法

① 単位体積重量……土質試験法に示された方法のうち体積置換法で測定した。

@含水量H ・H ・土質試験法Kょった。

@※C 0 D……「水質汚濁訴査指針」の底質のCODの分析方法Kょった。

④ 強熱減量……土質試験法の電気マツフル炉を使用する方法で測定した。

⑤i>.:'・硫化 物H ・H ・「公共用水域の水質試験方法(昭和 35年 10月 10日経企水保第 49号)J vc. 
ょっ7こ。

(主) γアンイオン……硫化物処理操作を加えた上で水質と同じ方法によった。

①泌カドミウム……水質と同じ方法によった。

@ひ 素……王水処理を行った試料について水質と同じ方法によった。

⑨ ア凡守Jレ水銀H ・...ベンゼン抽出後ガスクロマトグラフイーで測定した。

⑪j 総 水銀……硫酸と過酸化水素水で処理を行なった後、水質と同じ方法によった。。鉛 ……乾式介解(5 0 0 Oc未満)で有機物を介解した後、水質と同じ方法によった。
⑫総クロム……乾式処理を行なった後、水質と同じ方法によった。

⑬有機リン……Nーヘキサン抽出後ガスクロマトグラフイーで測定した。

⑪ 銅 …...4 5 OoCまでで乾式処理し、硝酸で抽出後水質と同じ方法によった。

※印は青森県衛生研究所で分析。

E 水質分析結果

1 むつ湾、

A 夏期の水質

昭和 46年 6月 24日-2 6日に採7.kした試料の分析結果は男iI表に示した。

各項目の分析結果について以下に略記する。

1) 水 温……観測時の水温は 11. 0 - 1 9. 0 Ocと変動が大きい。
上層部では 14. 5 OC_ 1 9. 0 Ocで測点によってかなり異なるが、各点とも上

層で最も高温になっている。

全般に、水深 10祝付近で 14 - 1 6旬、 40 m以深では 11-120Cで、

上下層間の水温差は 4-5"cの所が多く、夏場の水温躍層の形成が始まってい

ることがうかがわれる。

2) 外観、臭気、各サンプルとも澄明で無臭であった。

3) 透視度……全サンプルで 30 cmらしとであった。

4) 透 明 度……透明度は 8- 18mでほ工会点で 10m以上あるいは底までという高い値を示

した。海域が非常に‘清澄であ，ったととがうかがわれる。

5) P H …… 7.9-8. 2で大部分は 8.1であった。清澄な海域としては一般的な値である。

6) B 0 D……BODの分析値は 0.8-5. 4 P pmで測点 2.3. 5. 8. 9. 1 O. 1 7.の各点で高目で

ある。これ等の地点では 5ppm前後のものも相当認められたが他の地点では

2 P pm以下のものが多かった。
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2 p pm以下のものが多かった。

各地点とも上下層間に明瞭な傾向は認められない。

7) 0 0 D......O 0 Dの介析値は O.0 4 - 1. 8 p p m と非常に低い。最高値は狽Ij点 11の上層

で認められたがこの値もOODとしてはあまり問題にならない。

BOOとOODの聞の相関はほとんど認められなL、。

8) D 0……溶存酸度は8.0 - 9. 7 .p P m、酸素飽和度 95-115%で各点各層とも酸素

は豊富である。

9) 懸濁物質…・・水中の浮遊懸濁物量を示す懸濁物質は 1以下-6 ppmで、狽IJ点 5.1 7で高い。

懸濁物質が高自の値を示す試料ではBODも高目忙なっているものも多く、

両者の聞に何か関連があるかも知れない。

】0) りん酸イオン…・・ 6月に採取した試料はJIS K-OI0l・32・1法で分析した。分析

値は全点0.08 p pm以下で、このうちほとんどのサンプルはこの方法の定

量限界 0.05 P P m以下であった。

むつ湾の海水のようにリン酸イオン含有量が非常に低い試料の分析にはこ

の方法は不適当であることが判明したので、以後はJI S • K・0102・

2 7のC法、 NPち一度モリブデン育法で発色させたものをNープチノレアノレコ

ールで濃縮して抽出する方法を用いることにした。

11) 硫酸イオン……硫酸イオンの分析値は 25 5 0 - 2 7 2 0 p pmであった。

海域の硫酸イオンは塩素量とほx一定の比率関係にあり、塩素量硫酸イオ

ンはほぼ 1: o. 1 4程度といわれている。

12) 塩素量……塩素イオンの分析値は 17，3 7 0 ppmであった。

狽Ij点 1上層で 17，3 7 0 ppmを示した他は 18，2 0 0 p pm以上で全般に

高献であり、各点の上下層間の差も小さL、。

今回分析したJI S法は塩分濃度の高い海水の分析法としては不適なので、

以後の分析は「海洋観測指針」のクヌーツセン誤Ij器を用いる方法で行なうこと

とした。

13) 沃素消費量…・・全試料で0であった。

14) アン毛=ウムイオン……アンモエウムイオンの分析値は O.0 1以下-0.3 9' pp mで、 o 1 p pm  

以下の低値を示す所が多い。 0.3P P m 弘上のやや高自の値がみられたのは

測点 12の上層および狽Ij点 16の下層であるが全般的Kはアンモニウムイオ

ンによる汚染は小さい。

アンモニウムイオンが高目の地点と BOD、OODが高自の地点はほとん

ど一致していなL、。

15) nーへ中サン抽出物質……一般に泊分として分析されるものである。

分析値は全点全属で 1ppm以下であり、海域がほとんど油汚染を受けて

いないことを示している。

1s) カドミウム……全点全層で不検出であった。

17) ひ 素……全試料で不検出であった。

18) アλキ"t-:7Jく銀H ・H ・全試料で不検出であった。

19) 総水銀……分析値は不検出-0.0 0 2 P pmで演Ij点 2狽Ij点 16以外の各点でO.0 0 1-

0.0 0 2 P pm検出された。

20) 鉛 ……全点全層で不検出であった0

?1) 総クロム…・・・全試料で不検出であった。

22) 有機リン……全点全屠で不検出であった。

23) 銅 ……銅の分析値は O.0 0 1 - O. 0 1 1 p.p mで損Ij点 16の表層で最高値を示した。
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24) γアンイオン……全試料で不検出であった。

B 冬期の水質

冬期の彩水は測点4.5. 7. 1 1. 1 3. 1 4. 1 5. 1 7. 1 8の各点は昭和 46年 12月 18呂、演IJ点1.2. 

3.6.8.9の各点では昭和 47年 2月 16日、また視IJ点 1O. 1 2. 1 6の各点では 2月 17日にそれぞ

れ採水した。

以下K分析結果を略記する。

1) 水 温・~......水温の測定値は 12月 18日分では 9.0-1 1.8 'c、 2月 16日分では 4.0-

7. 3 'c、 2月 17日分では 4.0- 6.1 'cで、 1 2月と 2月の聞には 4- 5 Ocの
水温差ができている。同日観測l分でも演1]点Kよって水温差がみられるが、大部

分の狽IJ点では上下層聞の水温差はほとんどなくなっており、冬期の混合期にあ

たることを示している。

2) 外 観……各サンプルとも外観は澄明であった。

3) 透 明 度H ・H ・透明度は 8-23.0mで各地点とも高い値を示している。最高値は測点 6の

2 3視で底まで見えている。全般に清澄な海域であることを示している。

4) P H ……PHは7.6- 8.0で大部分は 7.9以下であり、夏期に比べて大介低くなってい

る。

5) B 0 D……BODの分析値は 0.8- 3.9 ppmであった。夏期K比べて 4 P pm、5ppm 

という高い f曹はみられないが狽IL~ 2. 4. 5.6では水温で述べたよう K上下混合

期Kあるせいもあって上層から下層まで 3 ppm程度の値がみられる。

最低値は測点 1Jの上層で最高値は測点 18の下層で測定された。

測定日によるBOD値の差は明瞭ではないが、 1 2月 18日vc採水した拠点
1 1. 1 3. 1 4で比較的低値であった。

6) C 0 D……CODの分析値は O.1 - 1.1 p pmで狽1]点 19の上層を除けば全て lppm 以

下の低値であった。夏期と同様にCOD値は非常vc低くまた測定日および演IJ点

聞の差は明らかでない。

7) D 0・…・・溶存酸素は 7.2 - 1 1. 3 P P mであった。最低値の測点 1下層で飽和度 71.4%

と低いが、他の試料では飽和度 91.4-113%で、夏期ほどではないが酸素

量は豊富であった。

8) 懸濁物質……冬期測定時の懸濁物質は 1 ppm以下-5 P pm.で、夏期の場合と同様、損IJ点

5で若千高目である。測定日Kよる差は明らかではないが 12月 18日採水の

各点で 2月採水時のものより低値になっているようでしかしこれが単に時期の

ちがL、によるものか、あるいは狽Ij点固有の値なのかは不明である。

9) りん酸イオン……夏期のP04がJ1 S • K・o1 0 1・32法でほとんど定量きれなかった

ので今回はJ1 S • K・o1 0 2・27・c法で分析した。
分析値は tr -O. 2 0 0 p p mで最高値の測点4下層を除けばすべて O.1 

ppm以下の低値であり、大部分はO.0 5 ppm以下であ司た。 4

10) 硫酸イオン……硫酸イオンの分析値は 2.5 3 0 - 2. 6 4 0 P pmであった。ー

11)塩素 量・.....塩素量の測定は海洋観測指針に示される方法で行った。

分析値は 7.8 4 - 1 8.9 2協で、大湊湾、奥の演IJ点 19の上層で7.84%。と低

械であった。他は 18 %品l上の高献水、このうち大部分は 18. 5協以上の高値

を示した。

狽Ij点 19の中層は 18.4 3 %。の高献水であり、演1]点 17. 1 8など相対的に近

い狽IJ点でも全層で 18. 5係。ιL上を示していることか.ら測点 19上層の低献水は
田名部}11からもたらされた陸水に起因する局地的な値であると推察される。
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なお狽Ij点 5、演Ij点 19等港(湾)奥部の地点を除けば各点とも上下層間の塩

素量の差はほとんどなく、また上層で高自の値を示す場合もしばしば認められ、

塩素量の面からも冬期の上下混合期にあることがうかがわれる。

12) 沃素消費量H ・...全点全層で0であった。

13) アンモニウムイオン……アンモニウムイオンの分析値は o.0 1以下-0.26 P Pmで全般に低値で

あり、大半は 0.1P pm以下であった。夏期、冬期とも海域のアンモニウムイ

オンは低値であり、 CODの低値と相まって海域の有機汚染がきわめて低いこ

とが推察される。

14) n__"時サン抽出物質…・・全点全層で 1P P m以下であった。

1のカドミウム……全点全層で不検出であった。

16) ひ 素……全点全層で不検出であった。

17) アノ時ノレ水銀…・・・全試料で不検出であった。

18) 総 水銀H ・H ・全試料で不検出であった。

4砂

19) 鉛 ……不検出-O. 0 0 9 P P mで演Ij点、 1演11点 12以外の地点で検出されている。

20) 総クロム……全点全層で不検出であった。

21) 有機リン……全試料で不検出であった。

22) 銅 ……不検出-O. 0 0 9 P P mで全地点で微量ながら検出されている。

23) シアンイオン……全試料で不検出であった。

ιL上むつ湾の水質について夏期および冬期の概況を述べた。
COD、溶存酸素、りん酸イオン、アンモエウムイオン等の分析値は、清浄な海

域でみられる値であり、また透明度も大であるがその割にBODが高いのが気

になる。

2 太平洋小川原地区の水質

A 夏期の水質

太平洋小川原地区での採水は昭和 46年 8月 23 - 2 5日K行なった。

分析結果について以下に略記する。

1) 水 温……水温は海茨で 18. 0 - 2 1. 4 "c、尾駁沼と鷹架沼では 22. 0 - 2 2. 6 "cで陸水

域で 2"Cほど高温である。

海域、陸水とも上下層間の温度差は小さし高瀬川沖合約 9kmの演IJ点 7の下

層で他の浪IJ点より約2'C低温であった他は、上下層聞の温度差は 1'C以内であ

った。

2) 外観・臭気…・・海域では各試料とも澄明で無臭であった。尾駁沼、鷹架沼は透視度の項で述べ

るように微細f浮遊物による透視度の低下があったが臭気は感じられなかった。

3) 透視度……海域ではL、ずれも 30cmιしとであった。
尾駁沼では上層で 27cm、下層で 25冊、鷹架沼は上層で 26cm、下層で 17 

仰といずれも懸濁物質の存在を示す値であった。

4)透明 度……海域の透明度は5.9-14mで沖合ほど高く、沿岸部では低自の値セあった。

尾駁沼および薦架沼では遡目度は低く、それぞれ 3抗、 1.6mであった。

。PH ……海域のPHは8.0-8. 1で一般的な値であった。尾駁沼では上下層とも 8.1、
民主架沼では上層で8.5、下層 8.3であった。

6) B 0 D……BODの分析値は海域、陸水部とも低く 0.3-2.0 P pmであった。

7) C 0 D…・・海域のCODは 0.1-0.8 P P mと非常に低い。陸水域では 3.0-4. 2 P pm 

で、海域と比べて高白であった。最高値は鷹架沼で測定された。この試料は透

視度で最低値を示したものである。

8) DO …“海域のDOは7.3-8. 3 P P m、飽和度に換算して 95-110%で各試料と
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も十分酸素があることを示している。尾駁沼および鷹架沼では7.6 - 8.8.p jim 

飽和度に換算して 85.4 -1  0 4 %で尾駁沼の上下層聞で若千酸素量の差がみ

られたが、 L

9吋) ~懸竪濁物質.….口..….口.浮遊!懸管駅i濁萄ヰ勅努量を示す1懸懸1濁萄物質は海域では 1ppm-3ppm で概して上層でで、や

や高自になっている。

尾駁沼および鷹架沼では 3.5 - 1 O. 1 p p mで、両沼とも上層で高値を示した。

10) りん酸イオン……りん酸イオンの含有量は非常に低く、海域では全試料でO.0 2 以下、尾

駁沼および鷹架沼では 0.02 p p m未満-0.0 3 5 P P mであった。

11) 硫酸イオン…・・硫酸イオンは海域で 1990-2620ppm、陸水域で 26.6 - 1 '9 9 0 P P m 

であった。

12) 出 素 量・…・・海域の塩素イオンは 14. 3 8 - 1 8. 7 1 %。で、鷹架沼沖合の狽IJ点 4、上層でや

や低荷重である。尾駁沼では 13. 3 5 - 1 3. 6 5 %。鷹架沼では 69.4 - 7 3.7 P P m 

で、尾駁沼は海水の影響力〉大きいが鷹架沼の狽IJ点 3は淡水である。

13) 沃素消費量……全鼠料で 0であった。

14) アンモニウムイオン…・・アンモニウムイオンは O.0 1 p p m以下-0.2 6 P P mで測点 4の下層で

若千高いが、他は海域、控水域とも低{直でアンモニウムイオンによる汚染はほ

とんど認められなL、。

15) nーヘキサン抽出物質..・ e・-全試料で 1P .p m以下でf由汚染はほとんどないと考えられる。

16) カドミウム……全訊料で不検出であった。

17) ひ 素……全試料で不検出であった。

18) アノレキ'}Io7J<銀……全点全層で不検出であった。

19) 総水銀……紙、水銀は不検出-0.0 0 6 P P mで狽IJ点 8の下層で O.0 0 6 P P mを示したが

位のilllJ点では不検出-0.0 0 2 P P mであった。

20) 鉛 ……全試料で不検出であった。

21) 総クロム……全試料で不検出であった。

22) 有機りん……全点全層で不検出であった。

23) 銅 …… O. 0 0 1 - O. 0 1 6 P P mが検出された。測点 9の下層で若千高いがほぼ一般

的なイ直である。

24) げンイオン…...全試粋で不検tちであった0

8 冬期の水質

冬期の採水は昭和 47年 3月 22日に行なった。

1) 水 温……海域の水温は損IJ点 5を除けば 7.0-7.20Cで上下層間および狽1]点聞の差はほと

んどなL、。狽11点、 5では他の狽11点に比べて若千低温であり表層 5.00C中、下層で

680Cおよび 6.70Cであった。

尾駁沼および鷹架沼では 5.9-6.1 oCて帯域より約 10C低温であった。

2) 外 観……夏期と同様に、海域では澄明、陸水域で若千浮遊物のある状態であった。

3) 透視 度……透視度は佳水域についてのみ行った。

尾駁沼では上下層とも 11. 5 c加と低値であるが鷹架沼では 30cm以上であっ

7こ。

4) P H ……PHは海域で 7.8-7.9、陸水域で7.8-8. 1で変動が少なしいずれも夏期

よりイ広く t，fってL、る。

5) B 0 D……BODは 0.8-4. 3 P P mで、演IJ点 1および測点 5の上層でやや高白である。

各担1]点とも夏期より若千高いようである。

6) 0 0 D……OODは鷹架招上層の 3.3 p p mを除けば 1P P m以下であり、夏期と同様に

OODで示される有機物量はきわめて少ないものと推察される。
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7) D 0……冬期の溶存酸素は海域で9.1 - 1 O. 2 P P m、飽和度K換算して 91.4-106%

であった。また陸水域では 83.4-9 2 %で尾駁沼下層および騰架沼上層で若

千低目であった。

8) 懸濁物質……懸濁物質は海域で 1P P m以下-3 P P mと低かった。陸水域では 10 - 2 7 

ppmで透視度の悪かった尾駁沼よりも透視度 30cm以上の鷹架沼の方が値が

大で 27 P P mの最高値であった。

9) りん酸イオン……りん酸イオンは海域で 0.02 p. p m以下-0136ppm、陸水域で0.028-

0.1 4 5 P P mであり、夏期に比べて高くなっている。

10) 硫酸イオン……硫酸イオンは海域で 2510-2620ppm、陸水域で 2O. 9 - 1 3 4 0で

あった。

11) 塩 素 量……海域の塩素イオンは 17. 9 4 - 1 8. 6 8 %。で、高瀬川沖の浪!J点 6の上層でやや

低献である。陸水域では夏期と同様に尾駁沼では海水の影響がみられ、上層で

9.4 6%。、下層で 11. 3 0協であるが鷹架招は 55. 9 p p mで淡水であること

を示している。

l2) 沃素消費量……全試料で0であった。

太平洋小)11原地区の海域の水質では汚染指標物質は概して低値であり、汚染

の少ない良好な状態であることを示している。

また、夏期、冬期とも上下層聞の温度差はきわめて小さく、沿岸で普通にみ

られる日射Kよる夏期の水温躍層の形成は留められなかった。

陸水域の尾駁沼、[鳥架沼では海域Vて比べて汚染指標物質は若千高くなってい

る。夏期、冬期とも透視度は低白で懸溺物質は高値であった。

13) アンモニウムイオン……アンモニウムイオンの分析値は O.0 3 - O. 2 1 P p mで総じて夏期K比べ
て主干高くなっているが、汚染状況は認められなL、。

l4) カドミウム……全試料で不検出であった。

15) ひ 素…・・全試料で不検出であった。

】6) アルキノ0Jく録一…全試料で不検出であった。
17) 鉛 ……鉛は不検出-O. 0 0 3 P P mで狽!J点 4以外で微量ではあるが検出された。

l8) 総水銀……全試料で不検出であった。

19) 紙、クロム……全試料で不検出であった。

20) 有機りん……全点全層で不検出であった。

21) 銅 …… O. 0 0 1 - O. 0 0 6 q q mの一般的な値であった0

22) 、刀ンイオン・・…全試料で不検出であった。
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N 底質分析結果

1.むつ湾

A 夏期の底質

昭和46年 6月 24自に採泥を行円た。採泥は9測点で行司たがこのうち 4狽IJ点は{環状底質であ

司たため試料を採取することができなか円た。

今回、分析に使用した試料は損IJ点4.5. 1 3. 1 8. 1 9.の 5点のものである。

以下、各項目の分析結果について略記する。

1) 単位体積重量……単位体積重量は 1.2-1.6g /cntC但し測点 5は試料不足で不検定)で損IJ

点 19で小きく底質があまりしま司ていないことが伺われる。

2) 含 水 量・…・・ここでいう含水量主{(水分の重さ)/ (乾燥泥の重き )!X100(%)

で示される値である。分析値は 13.0-4 0.8%で全般に非常に水分が少な

力、内Tこ。

3) C 0 D…… CODの分析値はO.3 -1. 8 02 mg / 1 fJ乾泥ときわめて小きい値であ司た。

一般に有機汚染の進行している底質では COD値は30 02 mg /1 fJ乾泥以

上といわれている。

4)強熱減量……強熱減量は 4.3-1  4.6 %で狽1]点 5および演IJ点 19でやや高い。強熱減量が

1 3 %以上の時は有機汚染の疑いがあるとされている。

5)硫 化 物……硫化物の分析値はO.0 1 - 0.0 4 S rrv;/ 1 fJ乾泥と小さく、鹿質の還元化の

傾向は認められない。底質が還元状態となり、底接生物にと H て要注意状態

となるのは 0.3S rrv;/ 1 fJ乾悶ぷ上といわれてL、る。

6) シアンイオン……全試料で不検出であ司た。

7) カドミウム…・・カドミウムは 0.1-0.6 P P mで自然海域で普通Kみられる値であ司た。

8) ひ 素…・・ひ素は損IJ点13. 1 8で不検出、他の測点では 3.8- 9目 8 p p mで損IJ点 9で若

子高いが、まず一般的な値である。

9)アノレキノレ水銀……全試料で不検出であ司た。

10)総 水 銀…・・総水銀は O.2 1 -O. 8 9 P P mという一般的な値であ A た。水銀汚染がある

とみられるのはほ:O:1ppm以上の底債である。

…鉛の分析値は 12. 6 - 4. 6 3 P P mであ n た。鉛は自然海域で 50 P P m程

度まで検出される。

、，E''
唱
E
A

噌
E
・4 鉛

12)総ク ロ ム…・・・クロムは 13および 19で不検出、他の浪1]点で3.5 7 - 5. 8 0 P P mと非常

に小さか 4 た。自然、海域のクロムは 50 P P m程度まで検出される。

13 )有機り ん…・・・全試料で不・検出であ内た。

14 ) 銅 ・…・・銅の分析値は 25. 2 - 4 5. 7 P P mであ内た。銅は自然状態で70-100

p p m検出される。

B 冬期の底質

昭和 46年 12月17 - 1 8日に夏期と同じ損IJ点で採泥した。しかし、採取した試料は前回とか

なり異な内ており、全体に含水量の大きい泥分の含有率の高いものであ内た。

なお今回の調査でも演IJ点 14の底質は採取できなか内たが、前回採取できなか丹たislJ点11. 1 2. 

1 5は今回は採取できたので分析した。

分析結果は次のようであ司た。

1 )単位体積重量……試料不足の損IJ点 4および狽1]点 11については分析しなか A たが、他の地点で

は、 1.3-1.9fJ/dで、損IJ点5.1 5. 1 9の各地点で大きな値であ丹た。

2)含 水 量…・・・前回の分析値に比べて含水量は著るしく大きい。分析値は 35.5 -2 1 6 % 

で、浪IJ点 11で最高値を示した。
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3) C 0 D……試料不足の測点 11を除けば分析値は1.0 0 - 3. 9 0 2 m9/ 1 ff乾泥で底質

のCODとしては小さな値である。

4) 強熱減量・…・強熱減量は 2.4-1  1. 0 %であ 4 た。

5)硫 化 物…・・・硫化物の分析値は試料不足の測点 11を除いて O.0 5 -O. 2 S mg / 1 ff乾泥

であn た。狽IJ点 5，1 5. 1 8， 1 9の各点で O.1 S ffl9/ 1 ff乾泥とやや高い値で

あ司た。

6 )シアンイオン…一全試料で不検出であった。

7)カドミウム……試料不足の浪IJ点 11を除いて分析値は 0.1- 0.3 P P m と低値であ内た。

8)ひ 素……ひ素の介析値は 9.0 -2 5. 8 P P mで前回の試料より高い値Uてな内ている。

とくに測点 4，1 5. 1 8では 15 P P m以上であ 4 た。

9) ブルキJレ水銀…・・全点で不検出であ A た。

10) 総 水 銀……総水銀の分析f直はO.0 4 -O. 4 5 P P mであ司た。

11) 鉛 ……鉛の分析値は 8-39ppmと一般的な値であ 4 た。

12 )総クロム・…・クロムは1.8 - 4. 2 P P mの低値であ内た。

13)有機り ん…・全点で不検出であ内た。

むつ湾の底質の採泥は夏期と冬期で同一地点で行なわれたはずであるが、採取されたサンプノレは

全く状態が異な司ている。夏期Uて採取されたものは非常に水分の少ない砂質であ内たが冬期のもの

は泥分を多く含んだ含水量の高い試料が多か内ナこ。

分析結果でも硫化物ひ素等は冬期の試料でやや高目であ司た。

しかし、全般的には夏期、冬期とも底質の汚染度は小さく、良好な状態に保たれているとみるこ

とができる。

2. 太平洋小川原地区

A 夏期の底質

昭和 46年 8月 28日に狽IJ点4，5， 6， 7， 9，の各点で採泥を行な内た。但し測点7は機状底質のため

採泥できなか司た。

各項目の分析結果について以下に略記する O

1) 単位体積重量…・・・各担IJ点とも試料不足のため分析できなか司た。

2) 含 水 量・…・・各地点の含水量は 34.7 - 3 6. 5 %と非常に小さか丹た。

3) C 0 D…・・ CODはO.3 9 - 1. 5 7 02 ffl9 / 1 ft乾泥で各地点とも小さL、。

4) 強熱減量…一分析値は1.8 -6.8 %と小値であ内た。

5)硫 化 物……備化物の分析値は O.0 1 -O. 0 3 S m9/ 1 ft乾泥と非常K小さく、底質は好気

気的な状態Uて保ずこれていることがうかがわれる。

6) シアンイオン……全地点で不検出であ丹た。

7) カドミウム…・・分相直はO.1 -O. 2 8 P P mと低L、。

8) ひ 素……視IJ点 4で 2.3 P P m、他の地点では不検出であハた。

9)アノレキノレ水銀……全点で不検出であ司た。

10)総 水 銀・…・全点で不検出であっナこ。

11 ) 鉛 ……鉛の分析値は 3.0- 6.8 P P mと非常に低か内た。

12)総クロム……クロム1.3-11.7ppmという小さな値であ内た。

13) 有機り ん・…・・全地点で不検出であ司た。

14) 銅 ……銅も 0.7-1.3 P P mと非常に小さい値であ司たo

B 冬期の底質

冬期の採泥は昭和 4 7年 3月 22日犯行な内た。

分析結果を以下V亡略記する。

1) 単位体積重量…一全点で 1.8-1.9ft/cti1とLづ非常K高い値であり各点とも底質がしま内て
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いることを示している。

2) 含 水 量……含71く景は 30.6 - 4 3.0 %で各点とも低値である。
3) C 0 D…… O. 0 5 - O. 6 3 02 mr; / 1 g乾泥(という非常比小さな値であ司た。

4) 強熱減量……強熱減号は1.4-11.2%で、測点5でやや高目である。しかし各点とも有

機汚染は考えられなL、。

5)硫 化 物……分析値はO.0 1 -O. 0 2 P P m で夏期の場合と同様に非常に小さい値であ丹

ナこ。

6) シアンイオン・-…全地点で不検出であ司た。

7) カドミウム…一分析値は O.0 6 - O. 1 8 'p P m の小値であ司た。

8) ひ 素……夏期と同様に演IJ点 4で7.7 ppmを示した他は各地点とも不検出であった。

9)アJレキル水銀…..全地点で不検出だった。

10) 総 水 銀…・・総7Jc銀の分析値は O.0 2 - O. 0 4 P P mであ内た。

1 1 ) 鉛 …・・分析値は夏期より若干高く 5-35 ppm であ ~tこ。

12)総ク ロ ム…・・・介析値は 4.3- 8. 5 p pmであ円た。

13) 有機りん……全点で不検出であ 4 た。

以上太平洋小川原地区の底質について略記した。この海域の底質は夏拶主冬期とも非常にきれい

で、現在のところ有機汚染、重金属等特殊項目汚染とも認められないっ

要約

むつ湾および太平洋小)11原地匿の水質および底質の状況を把握するためK昭和 46年 6月-8月に夏

期の昭和 46年 12月-47年 2月間主冬期のサンプルKついて採水、採泥し、指定項目について分析

した。

むつ湾の水質は一般項目の分析結果からも推察されるように、有機汚染の少ない清澄な海域であり、

COD、アンモニウムイオン、リン酸イオン等、栄養塩類も低値である。 1-2の例外を除いて各islJ点

とも全層にわた」て高献であり、透明変も大である。¥

重金属等「人の健康に係る項目Jも夏期には水銀、銅を除いて、冬期には鉛、銅を除いて不検出であ
司た。検出された各項目も環境基準(但し銅は規定されていない)に定められた定量限界以下で、とく

に汚染されているとは者えられない。

太平洋小川原地区では海域の各点では外洋型の性格が大で、夏期1:も水温は低目であり、日射に起因

する水温躍層の形成は認められなか司た。

栄養塩類等の有機汚染指標物質はむつ湾よりもさらに低値であり、人為的な汚染はほとんど認められ

7よし、。

重金属等「人の健康に係る項目」はむつ湾同様、夏期K水銀と銅が、冬期には鉛と銅が微量ながら検

出されている。しかし太平洋小川地区でもこれ等の項目は、環境基準に定められた定量限界以下でとく

に問題にはならなL、。

同時に調査した尾鮫沼および鷹架沼では海域K比べて懸濁物質が多く、澄明きは劣司ているが、汚

染指標牧贋や重金属等は海域と同様かそれ以下でこの水域でも人為汚染の進行はうかがわれない。

むつ湾の夏期の底質は 9視IJ点中 4損Ij点で線状底質であ司たため分析できなか司た。分析を行なった 5

損IJ点の資料はL、ずれも砂質で、含水量が小さし COD、強熱減量、硫化物等の有機汚染の進行K よ内

て底賀の悪化をきたす各項目はいずれもきわめて小さく、重金属等「人の健康に係る項目Jも不検出か、
検出されてもごく小さい値であ司た。

一方冬期の底質は夏期と同一地点で採泥されたはずであるが、採取されたサンプルは全く異な司たも

のであり、泥質か、泥まじり砂のものが多か丹た。これ等の試料は夏期のものに比べて含水量が高く強

熱減量も大とな司ているものが多L、。また各サンプノレともひ素の含有量が高くな n ているのが目立つ。

しかし冬期の試料でも底質の悪化は認められず、全般的には重金属等の項目もごく低値を示している。

太平洋小川原地区の底質は夏期、冬期とも同様な砂質であり、有機汚染、指標物質、重金属「人の健

康に係る項目jともきわめて低値で、この海域の底質が清浄な状態に保たれていることを示している。
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